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こ
の
た
び
、
関
川
小
学
校
５
年

の
高
橋
葉
菜
さ
ん
が
﹁
第
３
回
親

子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！！
小
学
生
夏
休

み
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト
﹂

で
見
事
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
新

潟
日
報
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
で
行
わ

れ
た
表
彰
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
新
聞
記
事
の

切
り
抜
き
を
通
し
て
、
考
え
る
力

を
養
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た

も
の
で
、
新
潟
日
報
社
と
Ｎ
Ｉ
Ｃ

新
潟
日
報
販
売
店
グ
ル
ー
プ
の
主

催
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
県
内
の

小
学
校
か
ら
２
２
１
２
点
の
応
募

が
あ
り
、
高
橋
さ
ん
は
高
学
年
の

部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
夏
休
み
期
間
中
、
家
族
と
協
力

し
て
切
り
抜
い
た
記
事
を
何
度
も

読
み
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
調
べ
た

橋
さ
ん
は
﹁
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
で
ふ
る
さ
と
納
税
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
が
、
い
ま
い
ち
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
記
事
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、

分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最

優
秀
賞
は
と
れ
る
と
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
聞
い
た
と
き
は
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
し
、
家
族
も
み

ん
な
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に
、
新
聞
を
読
む
よ
う
に
し

て
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
続
け
た
い
﹂

と
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

新聞スクラップコンテスト

高橋葉菜さん（大石）

見事最優秀賞を受賞！

　このたび、村上市消防署関川分署員手作りに

よる無火災看板が完成し、分署前に設置されま

した。これは、従来の看板の老朽化と秋の火災

予防運動中の無火災500日突破に合わせ作られ

たもの。

　無火災看板は国指定重要文化財渡邉邸をイメ

ージしたもので、杉の廃材を利用し、10月から

約２か月かけて山崎公一副分署長と渡邉拓巳消

防士（ともに下関）が非番の日に作成しました。

　山崎副分署長は「看板も新しくなり、以前よ

り数字が見やすくなった。また、見てくれる人

も増えた。数字をゼロにしたくないし、無火災

を継続していきたい。村民の皆さんには、くれ

ぐれも火災を起こさないように気をつけて欲し

い」と注意を呼びかけていました。

　なお、これまでの無火災最高日数は、平成15

年から16年にかけての468日となっています。

　12月4日、関川小学校で税の仕組みや役割を

学んでもらおうと、租税教室が行われました。

これは、毎年行われているもので、授業には６

年生児童が参加。講師は㈳村上法人会の遠山忠

宏部会長と東圭一副部会長が務めました。

　授業では、身近な消費税を例に納税の仕組み

や税の使い道について説明を受けたほか、ビデ

オを見ながら、税金があるか無いかで自分たち

の生活がどのように変わるのかを学習。その中

で、講師の遠山部会長は「人は一人では生きて

いけない。税金があるからこそ、みんなで支え

合って生きていくことができる」と税の大切さ

について説明しました。

　授業を聞いた鈴木茅奈さん（高瀬）は「税金

は無くてもいいものだと思っていたけど、ビデ

オを見てすごく大切なものだと思った。将来、

税金をきちんと納める大人になりたい」と話し

ていました。

消防署員手作りによる
　　　無火災看板が完成
消防署員手作りによる
　　　無火災看板が完成

生活を支える大切な税金
〜関川小で租税教室〜

は　　な



講師は俳優・永島敏行さん

村発足60周年記念文化講演会
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　12月4日、村民会館大ホールを会場に俳優の

永島敏行さんを招いて文化講演会が開催され、

村内から約100人が参加しました。永島さんは、

米づくりや青空市場を開催するなど農業とも深

く関わっていて、この日は「魅力ある農村　魅

力ある農業」をテーマに講演。

　永島さんは講演の中で「青空市場を開催して

いて、東京には旬の野菜やおいしい時期を知っ

ている人が少ないと感じる。だからこそ地方の

生産者にとってチャンスがある。購買力のある

東京に、もっと地方を売り込んでいくことが大

事」と参加者に呼びかけました。

　講演を聞いた極楽物産の榊原玲子さん（滝

原）は「生産者と消費者が直接結びつく市場は

とても魅力的だと感じました。永島さんの青空

市場と何らかの形で接点がもてたらいいと思う」

と話していました。

　「みんなで村の福祉について語る」地区懇談

会が、11月15日に村民会館大ホール、11月22

日に女川地区ふるさと会館で開催されました。

　これは、関川村地域福祉（活動）計画の策定

に向けて、地域の皆さんから様々な意見や提案

をいただこうと開催されたもので、村民や関係

者など約150人が参加。懇談会では、敬和学園

大学専任講師の川本先生が「最も大切なのは、

そこにある暮らしで、主役はあくまでも皆さん

です」と説明。その後、地域ごとに分かれたグ

ループワークを行い、住みやすい地域づくりの

ために私たちができることについて活発な意見

交換や発表が行われました。

　佐藤啓助計画策定委員長（朴坂）は「皆さん

からの貴重な意見を村に活かしていくため、計

画を具体化したい」と話していました。

　なお、今回の懇談会で出された意見や提案な

どは、今後策定される村の地域福祉（活動）計

画に反映される予定です。

講師は俳優・永島敏行さん

村発足60周年記念文化講演会

　
11
月
22
〜
24
日
に
千
葉
県
柏
市

で
開
催
さ
れ
た
﹃IB

A
b
o
y
s

第

30
回
秋
季
東
日
本
中
学
生
軟
式
野

球
大
会
﹄
に
、
新
潟
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
関
川
中
学

校
野
球
部
の
渡
邉
寛
大
さ
ん
、
佐

藤
大
翼
さ
ん
、
長
谷
川
康
太
さ
ん

の
３
人
︵
と
も
に
２
年
・
下
関
︶

が
出
場
し
、
チ
ー
ム
第
３
位
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
新
潟
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
は
、
村
上
岩

船
郡
内
の
中
学
校
野
球
部
メ
ン
バ

ー
か
ら
な
る
合
同
チ
ー
ム
。
３
人

と
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
フ
ル
出

場
を
果
た
し
、
チ
ー
ム
第
３
位
の

原
動
力
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
東
日
本
各
地
区
か
ら
全

30
チ
ー
ム
が
参
加
。
新
潟
Ｎ
Ｏ
Ｒ

Ｔ
Ｈ
は
初
戦
か
ら
息
の
合
っ
た
プ

レ
ー
で
順
当
に
勝
ち
進
み
、
準
決

勝
で
は
惜
し
く
も
０
対
２
と
敗
れ

た
も
の
の
、
粘
り
強
い
野
球
を
見

せ
ま
し
た
。

　
大
会
を
通
し
て
優
秀
選
手
に
選

ば
れ
た
渡
邉
寛
大
さ
ん
は
﹁
チ
ャ

ン
ス
で
打
順
が
ま
わ
っ
て
き
て
、

打
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ

た
で
す
。
優
秀
選
手
賞
は
、
た
く

さ
ん
選
手
が
い
る
中
で
選
ば
れ
た

の
で
嬉
し
か
っ
た
﹂
と
振
り
返
っ

て
い
ま
し
た
。

　
渡
邉
さ
ん
は
、
３
月
に
台
湾
で

開
催
さ
れ
る
国
際
大
会
に
も
出
場

す
る
予
定
で
す
。

東日本中学生軟式野球大会

関川中から３人出場
　　　第３位に大きく貢献！

優秀選手に渡邉寛大さん

▲左から渡邉寛大さん、長谷川康太さん、

　佐藤大翼さん

〜みんなで村の福祉を語ろう〜

地区懇談会で活発な意見交換

かん　た

つ
ば
さ


